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獲辺 茂 (慶応大 ･文)･山崎由美子′(慶応大 ･社会学 ･心理)･

















久保 南海子 (日本女子大 ･入社 ･心理)
老齢ザルは何種かの認知課題において､若齢ザルと比較-して成績の低下が報告されている.
それらの結果は､その認知機能に関係する脳領域の加齢変化を反映していると考えられる｡そこ














小田 亮 (名古屋工大 ･エ)
伊豆シャポテン公園 (静岡県伊東市)において飼育されているワオキツネザルの集団を対象
として､個体の識別､社会行動等の調査など､基礎となるデータの収集を行った｡
また放飼場のなかで木のあいだにワイア-を張り､猛禽類のシルエットを滑らせ､反応を調
べたが､結果はほとんど警戒音の発声や回避反応がみられなかった｡シルエットの形や滑らせる
スピードなどに改善の余地があり､今後の課題であるといえる｡また､実験とは別に自然な状態
でどのような場合に警戒音の発声がみられるかについて観察した｡園内で飼育されているインド
クジャクに対しては対猛禽類の警戒音を発するが､クジャクが飛んでいる場合と近くの枝にとま
っている場合では若干の違いがみられた｡また卑近園内で放し飼いにされているチャイワキツネ
ザルに対して対肉食獣の警成昔をあげるところが観察された｡どのような基準でかれらが警戒音
を使い分けているのか､今後観察によっても明らかにしていきたい｡
伊豆シャポテン公園の個体群との比較のため､八重山民俗園 (沖縄県石垣市)において由育
されているワオキツネザルについても予備調査を行った｡現在この個体群は一部の移動が予定さ
れており､本格的な調査は移動の詳細が明らかになるのを待つことになった｡またネオパークオ
キナワ (沖縄県名護市)の飼育個体についても予備調査を行った｡
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